
　まさに大切なのは持続可能（サステナブル）の視点で
す。持続可能なまちの実現に向けて、その土台となる人
口、とりわけ子どもから生産年齢人口の世代をいかに維
持していくかは、自治体運営における重要な視点である
と捉えています。
　その土台作りの一つとして、本市では、安心して子ど
もを育てられる環境を充実させるため、保護者の方がリ
フレッシュをする際にも子どもを預けられるよう、公立
保育園における一時保育の充実を図るほか、子育て家庭
のあらゆる相談に対応できる窓口として「子ども家庭総
合支援室」を設置し、育児はもちろん、保護者自身の悩
み事の相談に加えて、家事や家族の身の回りの世話を日
常的にしている「ヤングケアラー」と呼ばれる子どもたち
の早期支援など、新たな施策をスタートさせます。
　また、志木市の魅力をさらに向上させるため、自然豊
かないろは親水公園にカフェやウォーターパークなど魅
力的な施設や遊具を整備することによる新たなにぎわい
の創出や志木駅東口から本町通り周辺の中心市街地にお
ける商業の活性化にも力を入れていきます。
　テスラ社の最高経営責任者であるイーロン・マスク氏
が、日本の人口減少を受け、「出生率が死亡率を上回る
ような変化がない限り、日本はいずれ存在しなくなるだ
ろう」とツイートしたことが、大きな波紋を呼びました。
　人口減少は日本が直面している喫緊の課題であり、本
市においても避けては通れない重大な課題です。マスク
氏のツイートが現実とならぬよう、SDGsの「持続可能」
という視点を大切にしながら、改めて「選ばれるまち」を
目指し、「人口を減らさない」視点を意識したまちづくり
を丁寧に進めていきます。

持続可能な開発目標を示すSDGs（Sustainable Development 
Goals）は、貧困や不平等・格差、気候変動などさまざま
な課題を解決するために、国際連合が定めた17の「持続
可能」が意識された目標であり、日本においても、国は
もちろん、自治体や企業、市民団体などにもさまざまな
取組が広がっています。
　本市でも、市の総合的な計画である志木市将来ビジョ
ンにおいて、すべての施策にSDGsの考え方を反映する
とともに、「目標17・パートナーシップで目標を達成しよ
う」の視点を取り入れ、市民力とのパートナーシップで
まちづくりを進めています。
こうした中、令和４年４月23日には、SDGsの普及啓発

を目的とした市民活動団体である「SDGsまちづくりひろ
ば in Shiki」といろは遊学館の共催事業として「第１回い
ろはSDGsの集い」が開催されました。集いでは、一般社
団法人SDGs市民社会ネットワークの理事兼事務局長で
ある新田英理子氏による講演に加え、学校、企業、市民
団体による取組事例も発表され、本市にもSDGsの輪が着
実に広がる気運を感じ、大変心強く思ったところです。
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志木市長

第 21回　舘氷川神社修復記念碑

　舘氷川神社の創建は定かではなく、平安時代の延暦年間
と伝わり、江戸時代の初期は、舘村・中野村・引又宿（現志木
市）、針ヶ谷村（現富士見市）、北野村（現新座市）の五ヵ村
の総鎮守でした。
　社殿は数回改築され、特に嘉永6年の神社修復を記念して
建立した記念碑は歴史的に貴重なものとなっています。こ
の石造物には、社殿を修復す
るために浄財を寄進した人た
ちの名前と寄付額が刻まれて
おり、純農村の舘村（100人）、
針ヶ谷村（32人）、北野村（18
人）の全員と、中野村では37
人のうち36人に、引又宿では
118人のうち47人に苗字があ
り、江戸時代の一般庶民は苗
字を持っていなかったとする
通説を覆す足がかりになった
貴重な史料であり、志木市指
定文化財になっています。
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サステナブルを意識しながら…


